
共に学び、共に育つ、共育（きょういく）のま

ち推進プラン(案）に関する 

パブリックコメントの実施結果について 

 

ご意見をお寄せいただきありがとうございました。 

お寄せいただきましたご意見に対する市の考え方をとりまとめましたので、

ここに公表いたします。 

 

 

◆意見募集の期間 平成 26 年 12 月 12 日（金）～平成 27 年１月 19 日（月） 

 

◆意見の数    ８件（３名より持参にて提出） 

 

◆意見内容の概要 

区分 件数 

基幹計画と個別計画の関係性について １件 

ICT（情報通信技術）の活用について １件 

文化財の保存・活用について ２件 

基幹計画事業の目標設定について ２件 

図書館カードについて １件 

情報通信教育について 1 件 

 

 

◆市の対応の概要 

採否の対応区分 記号 対応区分 件数 

○ 採用し案に反映させます ４件 

□ 案に反映済みですが、一部修正します ０件 

■ 
案に反映させることはできませんが、参考

とします 
３件 

▲ 意見として採用できません １件 

◇ 参考意見として、承ります ０件 

合計  ８件 



 

◆意見の概要と市の対応 

整理 

番号 
意見の概要 採否 採否の理由 

１ 基幹計画である「共育推進プラ

ン(案)」と５つの「個別計画」

のポイントとなる部分の繋がり

をわかりやすく明示した方がよ

い。 

〇 基幹計画と個別計画の関係性

がより理解しやすい表記を検

討します。 

２ ICT 活用能力の向上のための環

境整備（利用方策）について、

学校等の既存施設との連携を図

進めてほしい。 

■ ICT（情報通信技術）活用能力

の向上のためには、すでに学校

のパソコン教室を利用して、講

座を実施するなど連携を進め

ているところです。今後、さら

なる既存施設との連携につい

ては、各施策（事業）を推進す

る中で検討していきます。 

３ 文化財等の学習施設面から「池

子遺跡資料館」「郷土資料館」「持

田遺跡保管施設」３館の充実を

検討してほしい。 

■ 博物館等の学習施設について

は、将来的に池子の森自然公園

内に文化財展示収容施設を新

設する計画となっています。そ

のため、この施設を中心に文化

財の整理・充実を行っていく予

定です。 

４ まんだら堂やぐら群の史跡は、

中核名称の見直し、史跡等の案

内体制の充実化策を検討してほ

しい。 

■ 史跡の名称については、国指定

史跡となっているため変更を

考えていません。案内体制の充

実については、今後、検討して

いきます。 

５ 市民活動支援講座等事業につい

て、目標欄にある「①５分野以

上の講座が開催され、参加者満

足度が９０パーセント以上を維

持している」は、目標が二つ含

まれているように読み取れるた

め、評価が難しいと思います。

〇 目標の記載方法については、そ

の後の評価を見据えて、できる

だけわかりやすく記載します。 



そのため、目標は一つずつ分け

て書いた方がわかりやすいと思

います。 

６ 図書館カードの定義について、

注記が必要であると考えます。 

〇 図書館カードの定義について

は、記載をします。 

７ 池子の森自然公園の運動施設利

用促進事業について、「平成 27

年度の利用状況と比較して、１

０パーセント以上利用率が向上

している。」目標値を率とするた

めには、基準となる数値を示す

必要があると考えます。平成２

７年度の利用状況を基準とする

ならば、利用率ではなく、利用

者数とすべきだと考えます。 

平成２７年度は池子の森自然公

園の共同使用の実質的な初年度

であり、現段階でその後の変動

の基準とするには適当でないと

考えます。目標は可能な限り数

値で表現するように求められて

いると思いますが、無理な表現

は避けることが望ましいと考え

ます。 

▲ 池子の森自然公園の運動施設

は、平成 27 年度より本格的に

オープンとなり、基準とすべき

数値（利用者数）が確定してい

ないことから、平成 27 年度の

利用者数を基準にして 10 パー

セントの向上を目標としたも

のです。 

ご指摘のとおり、平成 27 年を

基準値とすることが適当か否

かは何年か経過した後でなけ

れば判断は難しいと考えられ

ます。しかし、現段階では他に

基準とすべき数値がない状況

ですので、ご理解のほどよろし

くお願いします。 

８ 将来のインターネット社会到来

を見据えて、情報通信のマナー

教育は、必要であると思われる。

正しい情報発信・収集・選択、

ネット上の行動基準、情報の保

護など、特に若い人や子ども、

高齢者をその危険から守るため

に、情報通信の教育を検討して

いただきたい。 

○ 情報の活用については、基幹計

画に位置付けているところで

すが、情報教育の必要性につい

ても一部記載し、基幹計画に位

置付けることとします。 

また、詳細の取り組みについて

は、既存の講座にて、インター

ネット教室や個人情報保護な

どの講座が設けられているた

め、各事業にて対応をしていき

ます。 



   

   


